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 千歳川遊水地群のうち千歳川河川事務所で運用する4遊水地は、今年度末で供用開始から舞鶴

遊水地で10年、根志越、北島、東の里の3遊水地は5年となるが、過年度より実施している環境

調査の結果より、近年ではヤナギ林の拡大が顕著となる等の環境変化が確認されている。本稿

では4遊水地における環境調査の結果から植生遷移の状況を把握し、ヤナギ林増加に伴う影響及

び今後の維持管理に向けた検討を行うものである。 
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1. はじめに 

千歳川は、支笏湖を源とする幹川流路延長108km、流

域面積1,244km2 の石狩川の1次支川である。その中下流

部は標高10ｍ未満の低平地であるため、洪水時には石狩

川本川の高い水位の影響を長い区間、長い時間受ける特

徴がある。昭和50年8月、昭和56年8月の大洪水をはじめ

として、洪水の度に浸水被害を繰り返している地域であ

る。 

 札幌開発建設部では、千歳川の治水対策として「石狩

川水系千歳川河川整備計画」を策定し、平成21年度から

千歳川流域の4市2町の地先において6遊水地の整備事業

に着手した。平成27年度には他の遊水地に先駆けて舞鶴

遊水地が供用開始となり、令和2年度からはその他の遊

水地も供用開始している(図1)。 

遊水地内では、タンチョウやチュウヒをはじめとした

希少種の生息、利用が確認されており、遊水地の本来の

役割である増水時に一時的に川の水を貯水する治水の働

きのほかに、遊水地内特有の湿地環境による生態系への

寄与も期待されている。 

一方で、遊水地整備に伴い実施している環境調査によ

り、近年ヤナギ類の拡大が顕著であり、将来的な洪水調

節容量に影響することが考えられることから、適切な管

理を行う必要がある。 

本稿では、千歳川河川事務所で管理する「舞鶴、東の

里、北島、根志越」の 4遊水地について、供用開始以降

の環境調査の結果から植生遷移の状況を把握し、ヤナギ

林増加に伴う影響及び今後の維持管理に向けた検討を行

う。 

 

 

 

2. 遊水地内の植生状況 

 遊水地事業の実施にあたり、治水対策としての機能を

損なわない範囲で、最大限環境に配慮した工事を推進し

ていくことを目的として、継続して環境調査を行ってき

た1)。 

図１千歳川遊水地群の位置図 
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図 5主要群落の植生図  (東の里遊水地) 
  

図 2 舞鶴遊水地主要群落の面積割合 

(図4と凡例共通) 

  

図 3 東の里・北島・根志越遊水地主要群落の面積割合 

 

 

変化 
  

図 7主要群落の植生図  (根志越遊水地) 

図 5～7 凡例 

 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

R2 R3 R4 R5 R6

東の里

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

R2 R3 R4 R5 R6

北島

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

R2 R3 R4 R5 R6

根志越

図 6主要群落の植生図(北島遊水地) 
  

図 4主要群落の植生図(舞鶴遊水地) 
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ここでは供用開始後の舞鶴遊水地、東の里遊水地、北 

島遊水地、根志越遊水地の4遊水地における植生遷移に

ついて報告する。 

 

(1) 調査内容 

環境調査の結果の内、植物調査結果について報告する。 

 植生図作成調査では、各遊水地の調査範囲において、

航空写真等を用いて植生区分の植生判読素図を作成した

のち、過年度に作成した植生図と植生判読素図を携行し

て現地調査を行い、植生判読素図の群落境界を修正した。 

a)舞鶴遊水地 

図2に主要群落の面積割合と図4に主要群落の植生図を

示す。図2では、平成27年にほとんど見られなかったヤ

ナギ林が平成31年頃からヤナギ低木林の増加が顕著に現

れ、その後、ヤナギ高木林が増加し令和6年には高木林

が低木林を上回っていることがわかる。図4では、青枠

で示す範囲で平成27年調査から令和2年調査にかけてヤ

ナギ低木林が広く分布し、令和2年調査から令和6年調査

にかけて高木化していることがわかる。青枠以外の箇所

ではヤナギ林の遷移はほとんど見られず、平成27年調査

にはフトイ群落が広く分布していたが令和6年調査では

マコモ群落やヨシ群落などが広く分布している。 

b)東の里遊水地 

 図3に主要群落の面積の割合を、図5に主要群落の植生

図を示す。 

図3では、令和2年から令和6年にかけてヤナギ低木林

が大きく増加しているが、ヤナギ高木林には大きな増加

は見られないことがわかる。図5の青枠で示す範囲は、

湿地環境で令和2年時点ではフトイ群落、ヤナギ低木林

及びヨシ群落が主に分布していたが、令和6年調査では、

優占していたフトイ群落が減少し、ヤナギ低木林の分布

が拡大した。 

図5の緑枠で示す範囲は、令和2年及び3年の雪堆積場

造成に伴い、一度ヤナギ類が消失していた。しかしなが

ら、令和6年調査ではヤナギ低木林が大半を占めている。 

c)北島遊水地 

 図3に主要群落の面積の割合を、図6に主要群落の植生

図を示す。 

 図3では、令和2年から令和6年にかけてヤナギ低木林

とヤナギ高木林に増加が見られるが、大きくは増加して

いないことが分かる。図6の青枠で示す範囲では、令和2

年調査から令和6年調査にかけてヤナギ低木林が増加し

ているが、依然としてヤナギ低木林とフトイ群落が大半

を占めている。 

d)根志越遊水地 

 図3に主要群落の面積割合を、図7に主要群落の植生図

を示す。 

 図3では、令和2年から令和6年にかけてヤナギ低木林

が大きく増加しているが、ヤナギ高木林には大きな増加

は見られないことがわかる。図7の青枠で示す範囲では、

令和2年調査から令和6年調査にかけてヤナギ低木林の拡

大が顕著であることがわかる。一方、図7の緑枠で示す

範囲は令和2年度ではほとんどが裸地であったが、令和6

年調査ではホシクサ-マツバイ群落が分布し、開放水面

も見られる。現地調査で浅い水域に高さ15cm程度のホ

シクサが生育していることが確認されたため湿潤状態の

ためヤナギが繁茂しづらいものと考えられる1)。 

 

(2)ヤナギの植生遷移について 

舞鶴、東の里、北島、根志越の4遊水地とも年々ヤナ

ギの分布が拡大している。 

ヤナギ類の繁茂については、河道内においても維持管

理上の課題となっている。河道内に繁茂する樹木は、河

積阻害による流下能力の低下や河川管理カメラの視認性

の低下を招くことから定期的に伐採が行われている。   

遊水地においても、繁茂する樹木については治水機能

への影響や施設の維持管理上の支障が想定されるため適

切な管理が必要と考えられる。 

  

3. サンプリングと樹高に対する樹木材積の算出 

本章では、図8に示すフローのとおり遊水地内の樹木

材積を既存のLPデータと植生調査結果、現地サンプリン

グ結果より算出した。 

 

 

(1) LPデータを用いた樹高区分 

植物調査の結果より、遊水地内に分布している樹木の大

半はヤナギ類であることから、検討対象樹木をヤナギと

した。ただし、舞鶴遊水地については、ヤナギ以外の高

木が植生しているため、ヤナギ以外についても検討対象 

 

図 8 樹木材積算出の流れ 

 

図 9 DCMデータの概念図 

樹木以外の空隙部を含む 

D T Mデータ 

DSMデータ 
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とした。図9に示すとおり、樹木表面部を計測したDSM

データ(数値表層モデル)と、地表面を計測したDTMデ

ータ(数値地形モデル)を用いて、樹木表面と地表面の比

高であるDCMデータ(樹高データ)を作成した。また、

DCMデータに対して樹高情報の統計、分析を行うため

5mメッシュ(5m×5m)のデータを作成した。 

遊水地内の樹木材積の算出にあたり、樹高を 6m まで

2m ごとに区分し、樹高区分データの作成を行ったのが

図 10から図 13である。 

 東の里遊水地、北島遊水地、根志越遊水地については、

青色で示す 2m未満の低木が大半を占めている。 

図13の舞鶴遊水地については、他の3遊水地と比べて

黄色で示している2mから4mのヤナギが多く見られる。

舞鶴遊水地の中央を横断する赤色で示している6m以上

の樹木については、ヤチダモ植林等で遊水地整備前の防

風林がそのまま保全されている範囲である。 

 

(2)現地サンプリング 

DCM データは樹木表面と地表面の比高から樹高を算

出したものである。樹高にメッシュ面積を乗じた場合、

樹木以外の空隙部も含む体積となるため、樹木材積を算

出するためにはメッシュデータに占める樹木材積の割合

を算出する必要があることから、現地サンプリングを実

施し、樹木本数に加えて樹高及び胸高直径の把握を行っ

た。現地サンプリングを実施する箇所は、各遊水地での

樹高区分毎に各 1箇所実施した。 

なお、舞鶴遊水地においては、ヤナギ以外の樹木も確

図 10樹高区分図(東の里遊水地) 

図 11樹高区分図(北島遊水地) 
  

図 13樹高区分図(舞鶴遊水地) 
  

図 12樹高区分図(根志越遊水地) 
  

ナンバリング 

5m 5m 

図 14ナンバリング方法 

図 15樹木の樹高測定  
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認されているため、あわせて現地サンプリングを実施し

た。範囲は、樹高 6m未満の場合は 5mメッシュ(5m×5m)

とし、樹高 6m以上の場合は 10ｍメッシュ (10m×10m)と

した。 

サンプリングの手順については以下のとおり行った。 

1.サンプリング範囲の四隅に見出し杭を打設し、テープ

にて範囲を設定 

2.範囲内の樹木をナンバリング(図 14) 

3.各樹木の樹高及び胸高直径を測定(図 15) 

 

 

(3)樹木材積の算出 

 各遊水地内におけるサンプリング箇所の樹木材積の算

出については、「森林総合研究所_幹材積計算プログラ

ム」を使用した2)。このプログラムは、対象樹木の胸高

直径及び樹高を用いて樹木材積を算出するものである。     

根志越遊水地を例に後述していくが、その他の遊水地

についても同様の検討を行った。 

a)樹高データ-樹高平均高の関係式の算定 

 LPデータより作成したDCMデータを現地サンプリン

グ結果より得られた樹高により補正を行った。DCMデ

ータの補正はサンプリング箇所の樹高データに対する樹

高平均高の関係式を算定し行った。樹高データ-樹高平

均高の関係式は図16のとおりである。 

b)空間体積-樹木材積の関係式算定 

補正した樹高データから樹木材積を算出するため、図

17のとおり空間体積(補正樹高データ×メッシュ面積)に

対する樹木材積 (現地サンプリング結果)の関係式を算

定した。作成した関係式を用いて、サンプリング箇所以

外のメッシュにおける樹木材積を算出した。 

c)遊水地内の樹木材積の算出 

 空間体積-樹木材積の関係式から5mメッシュ(5m×5m)

あたりの樹木材積を算出した。メッシュ毎に算出した樹

木材積から各遊水地全体の樹木材積を算出すると、樹木

材積と洪水調節容量に対する割合は表１のようになった。 

 

 

4. ヤナギの成長と維持管理検討 

遊水地の樹林化は、洪水貯留に伴い倒木が発生し、排

水門等の河川管理施設の損傷等の要因になることが懸念

されることから、樹林化の拡大を防止するため、伐採す

る必要がある。 

伐採方法による経済比較では幹径5cm未満及び樹高2m

以下の幼木は肩掛式での伐採が可能となり、チェーンソ

ー等による伐採については、除根有にて実施することを 

想定した。結果、表2に示す根志越遊水地の伐採方法に

よる経済比較より、幼木の段階での伐採が一番安価とな

り、伐木を１回行う方法より肩掛式による2年ごとの伐

採方法の方法が長期的に見ても経済的に良い。 

 また、遊水地は150～280haと面積が大きく、工事費も

莫大となる。一度に全ての遊水地で伐採を行うことは現

実的ではないが、少しずつ継続的に伐採をしていく必要

があると考える。 

 

5. 維持管理に向けた課題と展望 

 今回は遊水地内樹木による遊水地の洪水調節容量への

影響について、遊水地内の樹木材積の検討を行った。現

時点では植物調査を行った範囲であるが、すべての遊水

地で樹木材積は洪水調節容量の0.01%未満であった。既

存のLPデータ、植生調査結果、現地サンプリング結果

図 17空間体積-樹木材積の関係式（根志越遊水地） 
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図 16樹高データ-樹高平均高の関係式（根志越遊水地) 
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遊水地 樹木面積(ｍ2) 樹木材積(ｍ3) 洪水調節容量(ｍ3)
洪水調節容量

に対する割合

東の里遊水地 348,800 198 約620万 0.003%

北島遊水地 337,575 387 約950万 0.004%

舞鶴遊水地 518,800 691 約820万 0.008%

根志越遊水地 1,000,800 781 約1060万 0.007%

表1  樹木材積と洪水調節容量に対する割合 
 

表 2 伐採方法による経済比較(根志越遊水地) 
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による簡易的な手法で検討を行ったが、現地サンプリン

グの箇所数が少ない等の課題があることから、今回の検

討を基に遊水地内の樹木材積の算出手法の精度向上に向

けて、より維持管理に有効な資料となるように今後も検

討が必要である。 

 一般的に河川の樹木管理の一つの手法としては、工事

費の削減と伐採木の有効活用を目的として「河川法第25

条に基づく公募型樹木等採取」(以下、公募伐開)を実

施している。遊水地の樹木管理にも公募伐開が有効

であると考えられる。 

 

また、自治体による各遊水地内の利活用計画が策定され

ているところであり、遊水地の管理運用についてはよ 

り一層の連携が必要になる。将来的には河川管理者と自 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

治体等の関係機関が協働して利活用とあわせて遊水地を

維持管理していくのが望ましいと考える。 

 本報告では治水面からの遊水地における樹木の影響に

ついて述べてきたが、グリーンインフラとして環境面か

らの検討も今後の課題と考える。 
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